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物  質  名 シアナミド ＤＢ-11 
別  名 － 構 造 式 

 

 

CAS 番号 420-04-2 
PRTR 番号 1-137 
化審法番号 1-139 
分子式 CH2N2 分子量 42.04 
沸点 83℃（5.0×10-1 mmHg）1) 融点 44℃1) 
蒸気圧 3.75×10-3 mmHg（20℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 1.72 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） －0.82（実測値）2)   水溶性 5×105 mg/L（25℃、実測値）3)  

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 マウス 経口 LD50 388 mg/kg 4)  
 ラット 経口 LD50 125 mg/kg 4)  
 ラット 吸入 LCL0    286 mg/m3 (4 hr) 4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、5、10、20、40 mg/kg/day を 28 日間強制経口投与した結果、10 mg/kg/day 以上の

群の雄の肝臓で胆管の過形成、10 mg/kg/day 以上の群の雄及び 40 mg/kg/day 群の雌で甲状腺

濾胞のコロイド減少、20 mg/kg/day 以上の群の雌雄で体重増加の抑制、20 mg/kg/day 以上の群

の雄及び 40 mg/kg/day 群の雌で肝臓、腎臓の重量増加、40 mg/kg/day 群の雌雄でヘモグロビ

ン濃度、ヘマトクリット値の減少、雄で脳、甲状腺、副甲状腺の重量増加、平均赤血球ヘモ

グロビン濃度の減少、雌で甲状腺濾胞細胞の過形成、赤血球数の減少を認めた 5) 。この結果

から、NOAEL を 5 mg/kg/day とする。 
・ラットに 0、0.5、1.5、4.5 mg/kg/day を 90 日間混餌投与した結果、1.5 mg/kg/day 以上の群で

充実性で小型の甲状腺濾胞の増加、濾胞上皮細胞や傍濾胞上皮細胞の増殖の発生率に増加を

認め、4.5 mg/kg/day 群の雄で赤血球数、肝臓相対重量の増加、雌で胸腺相対重量の減少を認

めた 6) 。この結果から、NOAEL を 0.5 mg/kg/day とする。 
・イヌに 0、0.6、2、6 mg/kg/day を 90 日間強制経口投与した結果、2 mg/kg/day 以上の群の雄で

血清中の T4 値、ASAT の減少、ALAT の増加、雌で単核白血球数の増加、6 mg/kg/day 群の雌

雄で体重増加の抑制、雄でヘモグロビン濃度、ヘマトクリット値の減少を認めた 7) 。この結

果から、NOAEL を 0.6 mg/kg/day とする。 
・イヌに 0、0.1、0.5、2.5 mg/kg/day を 2 週間強制経口投与した後に 0、0.2、1、5 mg/kg/day に

増加して 50 週間強制経口投与した結果、2.5→5 mg/kg/day 群の雌雄でアルブミンの減少、肝

細胞の色素沈着、胆嚢内の小さな石、雄で T4 値の減少、脾臓の髄外造血亢進、胸腺萎縮、雌

でクレアチニン、尿酸、カルシウムの減少、甲状腺及び副甲状腺重量の増加、脾臓の肥大を

認めた 8) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、2、7、25 mg/kg/day を強制経口投与した 2 世代試験では、F0 雄の 7 mg/kg/day 以

上の群で前立腺、25 mg/kg/day 群で精巣上体の重量減少、F0 雌の 25 mg/kg/day 群で体重増加

の抑制、黄体数、着床数、受胎率、出生仔数の減少を認めたが、F1 及び F2 での影響はなかっ

た 9)。この結果から、NOAEL を雄で 2 mg/kg/day、雌び仔で 7 mg/kg/day とする。 
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・イヌに 0、0.6、2、6 mg/kg/day を 90 日間強制経口投与した結果、0.6 mg/kg/day 以上の群の雄

で用量に依存した精細管萎縮、精子形成の低下や精巣上体の精母細胞数の減少がみられ、精

巣重量も減少した 7)。この結果から、LOAEL を 0.6 mg/kg/day とする。 
・イヌに 0、0.1、0.5、2.5 mg/kg/day を 2 週間強制経口投与し、その後、各用量を 0、0.2、1、5 

mg/kg/day に増加させて 50 週間強制経口投与した結果、2.5→5 mg/kg/day 群の雄で、精巣の慢

性炎症、精子形成欠如、精液過少、精巣上体での未成熟精子を認めた 8) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚を強く刺激し、気道を刺激する。眼に入ったり、皮膚に付くと発赤、痛みを生じ、

経口摂取すると灼熱感、咽頭痛、腹痛、吸入すると咳、息切れを生じる。反復または長期の

接触により、皮膚感作を引き起こすことがある 10)。 
・本物質はアルデヒド脱水酵素を阻害することから酒量抑制剤として利用されており、断酒療

法として通常 1 日 50～200 mg、節酒療法として 15～60 mg の投与が行われており 11) 、副作

用として皮膚や血液、肝臓への影響が指摘されている 11, 12) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 13） TLV-TWA 2 mg/m3  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 0.5 mg/kg/day（小型

の甲状腺濾胞の増加）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 0.05 mg/kg/day を暫定無

毒性量等に設定する。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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